
現
在
の
橿
原
市
域
に
は
、
同
じ

新
堂

の
地
名
が
二
つ
中
世
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
高
市
郡

に
属
し
た
現
在
の

新
堂
町

と
、
い
ま
一
つ
が
磯
城
郡
に
属
し
た

西
新
堂
町

で
す
。

こ
の
高
市
郡
に
属
し
た

新
堂

が

宇
那
手
（
う
な
て
）
新
堂

と
し
て
、
室
町
時
代
・
至
徳
三

（
一
三
八
六
）
年
の
興
福
寺
関
係
文
書
に
初
登
場
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も

大
壷
（
お
お
つ
ぼ
）
新
堂

や

和
州
十
市
郡
新
堂
里

な
ど
と
中
世
を
通
じ
て
登
場

し
た
あ
と
、
江
戸
時
代
に
な
る
と

新
堂
村

と
呼
ば
れ
三

年
の
長
い
幕
藩
時
代
を
経
て
明
治
時

代
を
迎
え
ま
す
。

明
治
一
五
年
ご
ろ
の
新
堂
村
は
、
戸
数
が
五
八
戸
で
人
口
が
三
一
一
人
（
町
村
誌
集
）
の
、
米
・
麦
・

ぶ
ど
う
・
菜
種
な
ど
を
作
る
（
農
産
物
取
調
表
）
標
準
的
な
農
村
で
し
た
。
そ
し
て
、
同
二
二
年
の
町

村
合
併
で
金
橋
村
が
誕
生
し
当
地
が
同
村
の
大
字
と
な
り
ま
す
。
こ
の
金
橋
村
が
昭
和
三
一
年
に
橿
原

市
に
編
入
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
大
字
が

橿
原
市
新
堂
町

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
町
の
中
央
北
部
で
、
県
ハ
イ
テ
ク
工
場
団
地
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
同
団
地
で
は
、

高
い
技
術
力
を
誇
る
県
内
の
中
堅
企
業
一

社
が
健
全
操
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
同
町
民
を
は
じ
め
市

民
多
数
の
熱
い
視
線
が
ハ
イ
テ
ク
団
地
の
将
来
発
展
に
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

中
世
に
二
つ
あ
っ
た
新
堂


